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『ルナルナ』×「シンクパール」共同意識調査 

「職場での婦人科検診制度について」 

～女性が健康に活躍できる社会をめざして～ 
 

（株）エムティーアイが運営する、ライフステージや悩みにあわせて女性の一生をサポートする健康情報サ

ービス『ルナルナ』では、定期的にサイト内で様々な意識調査を行っています。 

多くのユーザーから回答が寄せられ、生理やカラダに関する内容をはじめ、ほかでは聞けない女性の悩み

や本音が明らかになっています。 

今回の Vol.30では、「職場での婦人科検診制度について」の調査結果をお届けします。 

毎年 3月 1日から 8日までは「女性の健康週間」です。女性が生涯を通じ明るく充実した日々を過ごすた

めに総合的に支援することを目的とし、2005年に日本産科婦人科学会、日本産婦人科医会によってスタート

しました。2008年からは厚生労働省が主唱する国民運動となり、毎年多くの企業や団体が様々な活動を行っ

ています。 

『ルナルナ』では昨年に引き続き「女性の健康週間」にあわせ、婦人科系疾患の予防啓発活動を行う一般

社団法人シンクパール（代表理事：難波美智代）と共同で、婦人科検診制度に関する意識調査を行いました。

いまや国の成長戦略のひとつとして女性の活躍が注目されるなか、働く女性を取り巻く検診環境はどうなって

いるのでしょうか。 
 

※ 調査実施時期 ： 2017年 2月 18、19日  調査方法および人数 ： 『ルナルナ』にて、20代～50代以上の女性 11,676名 
 

 

■ 6割以上が 20代のうちに経験している婦人科検診。受診のきっかけは環境が大事！？ 
 

Q.1 初めて乳がんや子宮頸がんなどの婦人科検診を受けたのは何歳の

ときですか。 

最初に、ルナルナユーザーが初めて婦人科検診を受けた年齢を聞いて

みました。 

最も多かったのが「20～24歳」で 32.8%、次いで「25～29歳」が

28.9%でした。10代から 29歳までを合わせると、65.1%の人が 20代ま

でに 1度は婦人科検診を受診していることがわかりました。 

 

Q.2 初めて婦人科検診を受けたきっかけは何ですか。 

続いて、初めて婦人科検診を受けたきっかけについて聞いてみると、

「自治体からのお知らせ・クーポン」が 34.7%と最も多く、次いで「自分の職

場の健康診断」が 24.1%でした。 

自治体によっては、20歳に達する年齢の女性に子宮頸がん検診などの

クーポンが配布されることもあり、Q.1で初めての婦人科検診を受けた年

齢が「20～24歳」が最も多かったように、自治体からのお知らせを機に、

20歳のときに受診する人が多いのかもしれません。 

また、「職場での健康診断」で初めてという人も多く、住んでいる地域や

働いている環境が婦人科検診受診のきっかけとなっているようです。 
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■ ニュースをきっかけに、他人事から自分事へ。病気はもっと身近かも・・・ 
 

Q.3 乳がんや子宮頸がんなどの婦人科疾患について、最近では著名人の発

症なども話題になっていますが、そういった報道によってご自身の意識や行動

に変化はありましたか。（複数回答） 

ここ数年、著名人が乳がんなど女性特有の疾患を発症したというニュー

スが増えていますが、ルナルナユーザーはどう受け止めているのでしょう

か。 

このような報道を知って意識や行動に変化があったか聞いたところ、「自

分の健康について考えるようになった」が最も多く 41.2%で、「実際に検診

に行った」33.5%、「家族や周りの人の健康について考えるようになった」

27.3%でした。 

Q.2の「初めて婦人科検診を受けたきっかけ」でも、15.4%の人が「自ら

必要性を感じて」と回答しているように、これらの報道が婦人科系疾患につ

いて、意識面でも行動面でも他人事ではなく自分事として考える一因となっ

ているのかもしれません。 

 
 
 

■ 職場での婦人科検診は「ない」が多数派！雇用形態からわかる検診環境の違い 

Q.4 ご自身の職場に婦人科検診を受けられる制度はありますか。（健康診断に入っているものも含みます） 

※ Q.4以降の対象人数 ： 20代～50代以上の働く女性 8,903名 

 
  

 

女性が健康かつ幸せに社会で活躍するためには病気から身を守ることも大切ですが、そのために重要な

のは定期的な検診です。婦人科系疾患で悩む働く女性も多いなか、彼女たちを取り巻く検診制度はどうなっ

ているのでしょうか。 

ここからは働く女性を対象に、今の職場に婦人科検診制度があるか聞いたところ「ない」と回答した人が

45.4%と、「自分の職場にある」39.7%を上回る結果になりました。 

職業別でみると、「自分の職場にある」が過半数を超えたのは正社員（51.4%）のみで、その他は検診制度

がない人が多いことがわかります。 
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■ 職場の検診制度充実が「乳がん」「子宮頸がん」の受診率向上につながる！？ 

Q.5 職場の制度を使ってあなたが実際に受けている検診の種類をすべて教えてください。（複数回答） 

Q.4で「自分の職場」もしくは「家族の職場」に婦人科検診を受診できる

制度があると答えた人に、実際に受けている検診の種類について聞いて

みました。 

意外にも自己負担があるなしで受診率に差は出ず、乳がん検診や子

宮頸がん検診はほぼ同じ割合で受けていることがわかりました。 

また、職場の制度があっても受けない人の主な理由としては「いつも行

っているクリニックがあるから」など別で受診している人もいましたが、「職

場の制度の対象年齢じゃないから」といった年齢制限を理由に受けられ

ないという回答も目立ちました。 

日本のがん検診受診率は 30～40%程度で、欧米先進国の 70%～

80%の受診率に比べるとまだまだ低く受診率向上は急務とされています。Q.2の「初めて婦人科検診を受け

たきっかけ」では、「自分の職場の健康診断」が 24.1%と 2番目に多かったことからも、職場での婦人科検診

制度の充実が受診率の向上につながるかもしれません。 
 
 

■ 女性従業員が安心して働ける環境づくりには、職場での婦人科検診制度は当たり前？ 

Q.6 職場で婦人科検診の制度があることについて、どう思われますか。（複数回答） 
 

次に、職場に婦人科検診制度があることについてどう思うかを聞いたとこ

ろ、「会社への信頼感が上がる」が 45.3%でトップでした。次いで「この職場

なら安心して長く働こうと思える」が 34.9%と、職場に対してポジティブな意

見が上位に入りました。 

また「特に何も思わない」と回答した人も 28.9%いましたが、自由回答に

は「当たり前だと思う」という声が多かったことから、いまや職場に婦人科検

診制度があることは当然と考える人も多いのかもしれませんね。 

女性活躍推進法の制定などにより、企業は女性が安心して長く働ける環

境づくりを求められていますが、婦人科検診制度の充実を図ることも取組み

のひとつとなりそうです。 

 

 
 
 

■ 9割以上は制度があるなら職場で受けたい！働く女性はお金よりも機会を重視 

Q.7 職場で婦人科検診があれば受診しますか。 

では、Q.4で「職場に婦人科検診を受けられる制度がない」と回答した人

に、もし職場に受けられる制度があった場合に活用するか聞いてみました。 

「自己負担がないなら受けたい」58.2%、「自己負担があっても受けたい」

33.1%をあわせると、なんと 9割以上の人が受診したいと回答しています。 

「自己負担があっても受けたい」という回答が 3割以上あることから、忙

しく働く女性にとっては自己負担があることよりも検診を受ける機会がある

ことを重視している結果となり、検診の大切さを理解しているルナルナユー

ザーの意識の高さが伺えます。 
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■ ルナルナユーザーの、婦人科疾患にまつわる職場でのエピソード 
 

最後に、婦人科疾患にかかったことがある女性に、仕事との両立で苦労した点などについて聞いてみまし

た。辛い経験にもかかわらず多くの回答が寄せられましたので、その一部を紹介します。 

 

★昇格の話があったが、乳がん検診で再検査になり、再検査の為に有給を使ったら昇格が無くなった。 

★子宮筋腫、子宮内膜症がひどく治療中。休みが取りにくいこと周囲の理解が得られにくいことが多いです。 

★子宮筋腫で生理痛が酷くなり、フルタイムからパートにした。 

★男性が多い職場。生理などを理由に休みを取りにくい。 

★自分が休むことによって他の人に迷惑がかかると思い、誰にも相談できずに退職しました。 

★婦人疾患があると身体に負担がありなかなか長時間はたらけません。頻繁に病院に通ったり、薬の副作用

もあります。社会的に理解されにくい疾患なのでもう少し理解が欲しいです。 

★正社員で就労していて不妊治療のために不定期で時間休暇を取得したいと申し出たが断られた。その後、

非常勤になりたいと希望したが断られ退職を勧められた。 

 

ルナルナユーザーの語ってくれた経験をみると、やはり疾患を抱えながら働き続ける苦労は計り知れませ

ん。働いていると忙しくてなかなか検診に行けない女性は多いですが、職場に制度としてあればその受診率

は高くなることがわかりました。職場での婦人科検診制度の充実によって早期発見・早期治療に繋げることが

できれば、女性特有の疾患によって自分のキャリアを諦めたり働けなくなる女性を少しでも減らすことができる

のではないでしょうか。 

また、企業にとって成長のカギとなる女性の労働力向上のためにも、女性従業員が安心して長く働ける社

会の実現をルナルナは願っています。 

 

今後も『ルナルナ』では、女性のライフステージの変化に合わせた、カラダとココロをサポートする様々なサ

ービスを提案していきます。 

 
 
 

【シンクパールからのメッセージ】 

難波美智代（一般社団法人シンクパール 代表理事） 

ルナルナユーザーの職場での検診率の高さに驚きました。 

職場において、検診の制度を整えることを多くの働く女性たちが期待していて、企

業にとってのメリットにもつながるということがわかります。 

働く意欲と能力の高い女性たちが活躍するための当たり前の就労環境として、

検診制度の充実は喫緊の課題です。 

 

一般社団法人シンクパールについて 

・団体名 ： 一般社団法人シンクパール http://thinkpearl.jp/ 

・代表 ： 難波美智代 

日本経済の明日を担う女性の労働力拡大と QOL（Quality of Life） の実現の支援を目指し、特に女性の健

康問題として心がけたい「婦人科検診」の啓発と促進、また少子高齢化にも深刻な影響を及ぼす“子宮頸が

ん”の未然予防、患者支援を目的とし活動を行っている。 

 

http://thinkpearl.jp/
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サイト名 ルナルナ® 

概要 ライフステージや悩みにあわせて女性の一生をサポートする健康情

報サービス 

＜無料コース＞ 

生理日予測を始めとする、女性のカラダとココロの健康管理サービ

ス。 

過去の生理日を入力すると、次の生理予定日や、妊娠しやすい時期・

しにくい時期などを教えてくれます。生理周期からみた、その日のお肌

の状態やダイエットに適した時期などのカラダの状態もお知らせしま

す。 
 

＜有料コース＞ 

■ベーシックコース 

デリケートな女性のカラダとココロの健康情報サービス。 

生理日を入力すると、次の生理予定日や、妊娠しやすい時期・しにく

い時期などを教えてくれます。さらに生理周期からみたダイエットや便

秘などの体調管理からパートナーとのコミュニケーションについてまで

より細かいアドバイスで、あなたにあったカラダやお肌、ココロの状態

を 365日サポートします。 
 

■ファミリーコース 

妊活から妊娠・出産までをサポートする健康情報サービス。 

ベーシックコースの機能はそのままに、「妊娠希望」「妊娠中」をより手

厚くサポート。生理周期や基礎体温から導きだされた妊娠しやすい日

や妊娠中の日数別アドバイス、産後のママのカラダの変化や育児に

いたるまで、ライフステージにあわせたタメになる情報が満載です。 

 

課金額（税抜） ベーシックコース：月額 180円 

ファミリーコース：月額 300円 

アクセス方法 『ルナルナ』で検索  

※『ルナルナ』は（株）エムティーアイの登録商標です。 


